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みやこ市議会だより

羅 針 盤
らしんばん

2021
令和３年

月議会
No.66
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10月９日、さわやかな秋空の下、「宮古の農業まるごと
体験」が花輪地区の折壁で行われました。鎌を使っ
た稲刈りのほか、コンバイン試乗体験もあり、たく
さんの楽しそうな声であふれていました。
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議員と話そう！　宮古のこと！
～ 議会報告会　９月定例会議報告・決算報告と地域の課題について ～

11月7日（日）、14日（日）
午後２時～　４会場で開催

　市議会議員が各地区に出向き、議会での活動状況などを報告し、市民の皆さんと市や地域の
課題について意見交換を行う「議会報告会」を実施します。事前のお申込みは不要ですので、
参加を希望される方は、当日会場にお越しください。

　上記の７日、14日の４会場に加えて、要望に応えて指定の会場で報告会を
開催する「個別報告会」も行います。11月8日(月) ～ 13日(土)の期間中のご
希望の開催日及び会場を指定して、以下の連絡先にお申込みください。

【申し込み先】　  宮古市議会事務局　0193－68－9113　gikai@city.miyako.iwate.jp

※発熱・風邪症状がある方は参加をご遠慮いただきますようお願いいたします。

11月

7日㈰

11月

14日㈰

個別開催
もご相談
ください

白石  雅一、落合  久三
田中  尚、松本  尚美、工藤  小百合

小島  直也、西村  昭二
藤原  光昭、佐々木  重勝、長門  孝則

加藤  俊郎、木村  誠、畠山  茂
髙橋  秀正、伊藤  清

鳥居  晋、竹花  邦彦
坂本  悦夫、橋本  久夫、佐々木  清明

イーストピアみやこ　多目的ホール

新里生涯学習センター玄翁館

田　老　公　民　館

川井生涯学習センター
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一
般
社
団
法
人　
陸
中
宮
古

青
年
会
議
所
主
催
の
「
み
や
こ

未
来
議
会
２
０
２
１
」
第
３
回

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
10

月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、

イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ
多
目
的

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
未
来
を
担
う
高

校
生
の
人
材
育
成
事
業
と
し
て
、

陸
中
宮
古
青
年
会
議
所
の
「
子

と
共
に
創
造
委
員
会
」
が
企
画

し
た
も
の
で
、
市
と
市
議
会
が

共
催
し
て
お
り
昨
年
度
に
続
き

２
度
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
内
容
は
、
市
内
県
立
高
校
４

校
の
生
徒
、
男
女
合
わ
せ
て
16

名
が
宮
古
市
の
課
題
を
独
自
の

視
点
で
取
り
上
げ
、
11
月
３
日

開
会
の
本
会
議
で
一
般
質
問
を

行
い
、
高
校
生
の
意
見
を
市
に

提
案
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

り
ま
し
た
。

　
み
や
こ
未
来
議
会
の
本
会
議

は
11
月
３
日
（
水
・
祝
）
午
後

１
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

　
子
と
共
に
創
造
委
員
会
委
員

長
の
小
野
寺
靖
さ
ん
は
「
大
人

で
は
無
く
、
高
校
生
独
自
の
発

想
で
宮
古
の
市
政
に
つ
い
て
考

え
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
主

役
は
高
校
生
議
員
、
そ
の
思
い

で
高
校
生
議
員
に
寄
り
添
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
ち
を
今
よ
り
も

っ
と
良
く
す
る
た
め
３
回
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

宮
古
の
事
を
知
り
、
市
政
調
査

を
し
て
本
議
会
に
備
え
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
で
す
の
で
、
高
校

生
議
員
に
は
全
力
で
頑
張
っ
て

ほ
し
い
。
何
よ
り
楽
し
ん
で

一
般
質
問
に
臨
ん
で
ほ
し
い
で

す
。」と
高
校
生
ら
へ
の
思
い
を

滲
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ン
で
は
一
般
質
問
に
向
け
た
課

題
抽
出
と
調
査
を
中
心
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
市
に
提

出
す
る
通
告
書
の
骨
組
み
を
作

成
し
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
他
に
、

市
役
所
５
階
の
市
議
会
議
場
の

見
学
及
び
竹
花
議
会
運
営
委
員

会
副
委
員
長
か
ら
議
会
の
組
織

と
権
限
に
つ
い
て
教
わ
り
、
議

会
や
議
場
の
仕
組
み
を
学
び
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
高
校
生
議
員
た
ち

は
議
長
及
び
副
議
長
を
選
出
し
、

議
長
に
宮
古
高
校
２
年
の
前
川

こ
こ
ろ
さ
ん
、
副
議
長
に
宮
古

北
高
校
２
年
の
大
槌
侑
心
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
の
前
川
さ
ん
は
「
高
校

生
議
員
と
い
う
機
会
を
得
た
の

で
議
長
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
。
本
会
議
当
日
は
他
の

皆
も
緊
張
し
て
い
る
と
思
う
の

で
、
円
滑
な
進
行
で
安
心
し
て

も
ら
い
た
い
。」
と
述
べ
、ま
た
、

副
議
長
の
大
槌
さ
ん
は
「
昨
年

度
も
参
加
し
て
い
る
の
で
経
験

を
生
か
し
貢
献
し
た
い
。
副
議

長
と
し
て
議
長
を
支
え
、
全
体

の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
頑
張
り

た
い
。」と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語

11月３日の本会議に向けて議場に訪れた高校生議員

「 みやこ未来議会2021」
10月オリエンテーション

「
み
や
こ
未
来
議
会
」
が
本
年
も
開
催

市
内
高
校
生
が
議
員
と
な
り
地
域
課
題
を
独
自
の
視
点
で
市
に
提
言

質問者  （敬称略） 質問事項
宮古高校ＭＳＫＡ委員会
　２年　佐藤美和　平澤紗梨捺
　　　　前川こころ　
　１年　上田集士

「観光における情報発信
　について」
「外国人観光客の受け入
　れについて」

水産高校ＡＣ委員会
　２年　釜渕絵梨　佐々木月　
　１年　永洞春希　藤田琉伽

「自転車の防犯対策につ
　いて」

北高校Wonder委員会
　２年　大槌侑心　田代帆花

「健康でふれあいのある
　地域づくりの活性化に
　ついて」

商工高校（商業校舎）
キー卍委員会
　２年　前川彪斗　飛澤逸音
　１年　木村颯良　佐々木新悟

「高齢者福祉の充実につ
　いて」
「シーアリーナの利用促
　進、スタッフ増員と人
　材確保について」

商工高校（工業校舎）
どん友委員会
　２年　阿部凪沙　谷口龍斗

「宮古市のＩＴ企業に対
　する取り組みの強化に
　ついて」

みやこ未来議会2021　一般質問通告一覧表
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令
和
３
年
９
月
定
例
会
議
は
、

９
月
６
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

の
26
日
間
の
会
議
日
程
で
行
わ

れ
、
会
議
期
間
中
の
本
会
議
日

数
は
５
日
間
、
決
算
特
別
委
員

会
は
４
日
間
で
し
た
。

　
今
定
例
会
議
で
は
令
和
２
年

度
の
決
算
17
件
を
認
定
し
た
ほ

か
、「
令
和
３
年
度
宮
古
市
一
般

会
計
補
正
予
算
」
な
ど
の
予
算

に
関
す
る
も
の
が
５
件
、「
宮
古

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
な
ど
の
条
例
が
７
件
、

「
財
産
の
処
分
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
な
ど

そ
の
他
の
議
案
が
７
件
の
計
19

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
１
件
を
採
択
し
、
諮
問
１

件
に
答
申
、
意
見
書
２
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
９
月
７
日
か
ら

９
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
11
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
質
問
等
を
行

い
ま
し
た
。

【
関
連
】
一
般
質
問
の
詳
細
は

11
ペ
ー
ジ
か
ら
の
記
事
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会

（
工
藤
小
百
合
委
員
長
）
が
設

置
さ
れ
、
３
つ
の
分
科
会
で
予

算
の
執
行
状
況
や
事
業
実
績
な

９月
定例会議

令
和
２
年
度
宮
古
市
決
算

　
　
　
　
　
　
17
件
を
認
定

宮
古
市
議
会
９
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
主
な
条
例
・
議
案
な
ど
の
概
要

令
和
２
年
度
決
算
を
認
定

40
件
の
議
案
を
審
議

一
般
質
問
は
３
日
間

歳
出
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

な
ど
に
よ
り
元
年
度
か
ら

60
億
１
３
６
３
万
８
千
円
増
加

９月の定例会議
9月6日～10月1日

26日間
決　算　　　 17件予　算　　　　 5件条　例　　　　 7件その他議案　　 7件意見書　　　　 2件請　願　　　　 1件諮　問　　　　 1件一般質問　　　11人
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ど
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
宮
古
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
歳
入
４
８

８
億
５
６
７
９
万
７
千
円
、
歳

出
４
６
６
億
７
３
１
０
万
７
千

円
、
差
引
21
億
８
３
６
９
万
円
、

予
算
執
行
率
、
歳
入
90
・
４
％
、

歳
出
86
・
４
％
を
認
定
し
、
各

特
別
会
計
で
は
歳
入
歳
出
の
合

計
、
歳
入
１
４
８
億
７
５
０
４

万
円
、
歳
出
１
４
５
億
９
３
２

７
万
６
千
円
、
差
引
２
億
８
１

７
６
万
４
千
円
、
予
算
執
行
率
、

歳
入
98
％
、
歳
出
96
・
２
％
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
令
和
２
年
度
宮
古
市
水

道
事
業
会
計
決
算
で
は
、
収
益

的
収
入
が
15
億
５
６
２
７
万
３

９
２
円
、
収
益
的
支
出
が
14
億

３
９
２
万
１
８
７
４
円
。
資
本

的
収
入
は
11
億
２
５
２
３
万
２

４
６
２
円
、
資
本
的
支
出
は
14

億
１
９
２
万
８
２
５
６
円
で
し

た
。
次
に
令
和
２
年
度
宮
古
市

下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
収
益

的
収
入
が
14
億
４
６
２
８
万
８

１
７
６
円
、
収
益
的
支
出
が
13

億
１
０
０
５
万
５
２
９
３
円
。

資
本
的
収
入
は
18
億
７
９
４
９

万
６
５
４
４
円
、
資
本
的
支
出

は
24
億
８
７
０
１
万
２
６
２
６

円
で
し
た
。
な
お
両
会
計
と
も

資
本
的
収
入
額
が
支
出
額
に
不

足
す
る
分
は
損
益
勘
定
留
保
資

金
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ

た
条
例
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
宮
古
市
地
域
バ
ス
接
続
型
デ

　
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
条
例

▼
地
域
住
民
の
交
通
手
段
を
確

　
保
す
る
た
め
、
地
域
バ
ス
接

　
続
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

　
運
行
し
よ
う
と
す
る
条
例
で

　
す
。

〇
宮
古
市
地
域
バ
ス
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
地
域
バ
ス
の
運
行
経
路
及
び

　
使
用
料
の
額
を
改
め
る
条
例

　
で
す
。

〇
宮
古
市
学
童
の
家
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
宮
古
市
赤
前
学
童
の
家
を
廃

　
止
す
る
条
例
で
す
。

〇
宮
古
市
立
学
校
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

▼
宮
古
市
立
赤
前
小
学
校
を
廃

　
止
し
、
宮
古
市
立
津
軽
石
小

　
学
校
に
統
合
す
る
条
例
で
す
。

　
９
月
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ

た
そ
の
他
の
議
案
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
宮
古
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

　
展
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
関

　
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　
い
て

▼
市
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る

　
た
め
、
宮
古
市
過
疎
地
域
持

　
続
的
発
展
計
画
を
定
め
よ
う

　
と
す
る
議
案
で
す
。

〇
市
道
末
広
町
線
電
線
共
同
溝

　
整
備
（
そ
の
２
）
工
事
の
請

　
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

　
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
市
道
末
広
町
線
を
歩
行
者
が

　
安
全
に
通
行
で
き
る
こ
と
に

　
加
え
、
賑
わ
い
や
魅
力
に
つ

　
な
が
る
道
路
と
し
て
整
備
す

　
る
た
め
の
工
事
請
負
契
約
を

　
締
結
す
る
議
案
で
す
。

　
　
　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　
　
　
制
度
負
担
率
の
引
き
上

げ
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２

２
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
請
願

（
請
願
者　
岩
手
県
教
職
員
組

　
合　
下
閉
伊
支
部　
支
部
長

　
鈴
木
永
輝
）

措
置　
　
意
見
書
の
送
付

〇
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　
拡
充
に
係
る
意
見
書

▼
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

　
維
持
向
上
を
は
か
り
、
子
ど

　
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を

　
実
現
す
る
た
め
、
地
方
財
政

　
の
確
保
と
義
務
教
育
費
国
庫

　
負
担
制
度
の
負
担
割
合
の
引

　
き
上
げ
を
国
に
求
め
る
意
見

　
書
で
す
。

（
提
出
者　
教
育
民
生
常
任
委

　
員
会　
委
員
長　
加
藤
俊
郎
）

◯
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

　
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

　
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▼
総
務
常
任
委
員
会
発
議
に
よ

　
る
も
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
は

　
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

　
を
及
ぼ
し
、
地
方
財
政
は
巨

　
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ

　
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
財

　
政
の
需
要
に
見
合
う
財
源
を

　
確
保
す
る
た
め
、
地
方
税
財

　
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
令
和

　
４
年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

　
等
を
国
に
対
し
て
強
く
要
望

　
す
る
意
見
書
で
す
。

（
提
出
者　
総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
松
本
尚
美
）

そ
の
他
の
議
案

可
決
さ
れ
た
主
な
条
例

請
願
の
審
議

採
択可

決
し
た
意
見
書

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

誰でも乗れるバスとして新たに運行予定の患者輸送バス
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令和３年度

一般会計・特別会計の
補正予算を可決

■
市
内
観
光
施
設
利
用
促
進
事
業

問　
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
地
域
ク
ー

ポ
ン
券
の
効
果
は
。

答　
執
行
率
は
６
月
が
95
％
、
７
月
は

99
％
で
あ
っ
た
。
利
用
対
象
店
舗
等
か

ら
は
有
効
期
間
が
短
い
方
が
効
果
が
あ

り
、
購
買
意
欲
も
あ
が
る
と
の
意
見
が

あ
り
、
今
回
も
同
様
の
有
効
期
間
の
設

定
と
し
た
。

■
空
家
対
策
事
業

問　
事
業
予
算
の
上
限
を
設
け
る
べ
き

と
考
え
る
が
認
識
を
伺
う
。

答　
現
時
点
で
は
予
算
の
上
限
を
設
け

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

補
助
額
等
の
見
直
し
の
余
地
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
周
知
期
間
の
１
ヶ
月
は
短
い
と
感

じ
る
が
改
善
す
る
考
え
が
な
い
か
。

答　
年
度
内
で
の
事
業
完
了
を
目
指
し

て
期
間
を
設
定
し
た
。
今
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
て
、
来
年
度
以
降
は
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■
歳
入
・
固
定
資
産
税

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
等
へ
の
固

定
資
産
税
の
軽
減
額
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
そ
の

要
因
は
な
に
か
。

答　
昨
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
継
続
給
付
金
の
事
業

者
の
割
合
を
も
と
に
当
初
予
算
を
積
算

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
固
定
資
産
を
所

有
し
て
い
な
い
事
業
者
や
、
売
り
上
げ

減
少
割
合
が
減
税
の
基
準
に
達
し
な
い

事
業
者
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
見
込
み
を
下
回
っ
た
。

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

問　
財
政
調
整
基
金
の
在
り
方
に
つ
い

て
認
識
を
伺
う
。

答　
基
金
の
残
高
が
積
み
上
が
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
介
護
保
険
料
を
減
額
し
た

経
過
が
あ
る
。
今
後
も
基
金
の
額
を
調

整
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問問問 答

答

答答答

住宅用蓄電池システム導入促進事業、道の駅やまびこ
館修繕工事、前須賀日立浜線道路改良事業の増額、台風
19号関連の公共土木施設災害復旧事業などを決める

　令和３年度一般会計補正予算（第８号・第９
号）は、既に議決している歳入・歳出に、それ
ぞれ22億8,900万円を追加し、予算総額は
365億2,789万円となります。主な歳入は繰越
金15億1,805万円、地方交付税7億9,803万円、
市税3億2,000万円などです。

前須賀日立浜線道路改良工事の様子

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

みやこ宿泊割の利用者に支給される地域クーポン券
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今回補正の主な事業（一般会計）

令和３年度会計別　　９月補正の内容（歳入・歳出）

補正前の額
事　業　名 補　正　額 事　業　内　容

補正後の額

経済対策住宅リフォーム事業
【新型コロナ】

1億18万円 市民が市内の業者を利用して住宅リフォームを
行う場合に補助金を交付します。当初より多い
申請が見込まれるため、事業費を増額しました。

1億円
2億18万円

市内観光施設利用促進事業
【新型コロナ】

8,200万円 観光産業を支援するため、市内の宿泊施設の利用促進
と観光消費額の増加を目的に、宿泊割と地域限定クー
ポン支給事業を実施します。（みやこ宿泊割第５弾）

6,155万円
1億4,355万円

公共交通空白地交通確保維持
事業

3,790万円 公共交通が不足している過疎地域での、地域
バス運行路線の見直しに伴い、新たな地域交
通として、デマンド交通を導入します。

712万円
4,502万円

空家対策事業
352万円 空家等対策の取り組み推進にあたり、申請実

績（リフォーム・解体）により増額します。812万円
1,164万円

住宅用蓄電池システム導入促
進事業　【新規】

再生可能エネルギーの活用による地球温暖化
対策と耐災害性の向上を図るため、住宅用蓄
電池システムの導入経費の一部を補助します。

600万円
600万円

道の駅やまびこ館管理運営事業
1,355万円 道の駅やまびこ館において、故障した空調設

備等の施設の不具合箇所を修繕します。2,830万円
4,185万円

私道等整備補助事業
400万円 私道等の整備及び平成28年台風10号、令和

元年台風19号により被災した私道等の復旧
を補助します。

2,600万円
3,000万円

前須賀日立浜線道路改良事業
5,035万円 社会資本整備総合交付金の決定及び事業の進

捗等により、事業費を増額します。4,500万円
9,535万円

感染症対策等学校教育活動継
続支援事業【新型コロナ】

小中学校の感染症対策及び学習保障支援に必
要となる物品の整備を行い、学校教育活動の
円滑な運営を支援します。

2,040万円
2,040万円

区　分
会計別

予　　算　　額 計補正前の額 補　正　額
（1）一　般　会　計 342億3,889万円 22億8,900万円 365億2,789万円
（2）特　別　会　計

国民健康保険事業 64億7,581万円 4,011万円 65億1,593万円
介護保険事業 65億9,089万円 2億3,032万円 68億2,122万円

（3）企　業　会　計
水道事業　　資本的収入 3億3,056万円 2,109万円 3億5,165万円
水道事業　　資本的支出 7億7,941万円 1,649万円 7億9,590万円

※表中の予算額は、１万円未満の端数を切り捨て処理したものです。
　その他に、財産管理費として、令和２年度決算に伴う剰余金を下記のとおり積み立てました。
　　財政調整基金積立金　　　　　　6億7,329万円　　　　市勢振興基金積立金　　　　　　 391万円
　　市債管理基金積立金　　　　　　7億3,052万円　　　　公共施設等総合管理基金積立金　 3,873万円

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記
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■
人
事
関
係

問　
退
職
者
の
状
況
か
ら
、
早

期
退
職
、
若
年
層
の
退
職
が
増

加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
す
る
が
、

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
こ
の
現

象
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
職
員
に
は
可
能
な
限
り
在

職
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
個
々

の
人
生
の
結
婚
や
介
護
な
ど
の

出
来
事
に
よ
り
、
そ
れ
が
か
な

わ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

■
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

問　
令
和
２
年
度
の
整
備
に
よ

り
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が
構
築
さ

れ
た
と
思
う
が
、
現
在
の
実
施

状
況
を
伺
う
。

答　
テ
レ
ワ
ー
ク
用
端
末
を
40

台
導
入
し
た
。現
在
、庁
内
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
、
課

長
に
よ
る
端
末
の
試
用
を
始
め

て
い
る
。

■
タ
ク
シ
ー
受
取
代
行

サ
ー
ビ
ス
事
業

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
事
業
で

あ
る
が
、
過
疎
地
域
で
の
買
物

の
問
題
な
ど
新
た
な
需
要
も
見

通
せ
る
も
の
と
考
え
る
。
実
施

し
て
の
評
価
は
ど
う
か
。

答　
食
品
の
宅
配
に
特
化
し
た

事
業
で
あ
る
が
、
参
加
し
た
約

50
店
舗
か
ら
は
概
ね
好
評
で
あ

り
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
考
え

る
。
ご
指
摘
の
生
活
支
援
へ
の

拡
充
も
考
え
て
い
き
た
い
。

■
移
住
・
定
住
促
進
対
策
事
業

問　
対
策
事
業
の
結
果
、
移
住

・
定
住
促
進
に
結
び
付
い
た
実

績
を
伺
う
。

答　
移
住
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
者
数
は
把
握
し
て
い
る
が
、

追
跡
調
査
を
行
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
全
て
の
実
績
の
把
握

は
不
可
能
で
あ
る
。
フ
ェ
ア
等

を
通
じ
て
の
移
住
で
あ
れ
ば
９

名
を
確
認
し
て
い
る
。

■
小
国
総
合
交
流
促
進
施
設

運
営
事
業

問　
里
の
駅
お
ぐ
に
の
指
定
管

理
を
４
８
１
万
８
０
０
０
円
で

委
託
し
て
い
る
が
、
令
和
２
年

度
の
運
営
は
順
調
だ
っ
た
の
か
。

利
用
者
数
な
ど
を
伺
う
。

答　
産
直
が
１
万
２
０
９
４
人
。

フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
８
８
５
３
人

の
計
２
万
９
４
７
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。
売
り
上
げ
は
産
直
が

約
１
２
０
０
万
円
、
フ
ー
ド
コ

ー
ト
が
約
４
１
０
万
円
で
、
37

万
円
ほ
ど
の
純
利
益
。
コ
ロ
ナ

関
係
の
補
助
金
に
よ
る
新
商
品

開
発
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

問　
令
和
２
年
度
は
12
億
６
７

４
６
万
円
の
実
績
が
あ
り
、
こ

れ
に
基
づ
き
令
和
３
年
度
予
算

が
編
成
さ
れ
た
と
思
う
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
消
費
の
冷
え
込
み
で

税
収
が
減
じ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
手
立
て
で
対
応
す
る
の
か
。

答　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
令

和
３
年
度
す
で
に
２
度
交
付
さ

れ
て
い
て
、
前
年
度
と
同
水
準

を
確
保
し
て
い
る
。
こ
の
先
、

減
収
す
る
場
合
に
は
、
地
方
交

付
税
と
減
収
補
填
債
の
発
行
の

動
き
が
出
て
く
る
と
予
想
し
て

い
る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

　
交
付
金

問　
約
12
億
４
８
０
万
円
の
調

定
済
み
額
が
決
算
書
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
充
当
さ
れ
た
の
か
。

答　
経
済
対
策
、
感
染
防
止
対

策
、
新
し
い
生
活
様
式
の
３
本

柱
の
う
ち
、
割
合
が
大
き
い
の

は
経
済
対
策
で
あ
り
、
み
や
こ

宿
泊
割
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
な
ど
の
事

業
に
充
当
し
、
残
額
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金

問　
当
初
見
込
ん
だ
予
算
に
対

し
て
減
収
し
て
い
る
が
、
想
定

し
て
い
た
よ
り
も
寄
附
が
集
ま

ら
な
か
っ
た
要
因
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

答　
要
因
と
し
て
返
礼
品
が
少

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
対

策
と
し
て
現
在
、
１
０
０
〜
１

２
０
品
目
で
推
移
し
て
い
る
も

の
に
加
え
、
50
品
目
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
ほ
か
、
今
年
度
10
月
か
ら
ポ

問

問

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答 答

答 答答

答

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
決
算

の
分
科
会
ご
と
の
審
査
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す

総
務
分
科
会

（
分
科
会
長　
松
本
尚
美
）

◆ 

一
般
会
計・歳
出 

◆

◆ 

一
般
会
計・歳
入 

◆

令和２年度決算審査
議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

活用が期待されるテレワーク端末

9

ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
楽
天
ふ
る
さ

と
納
税
」
も
追
加
予
定
で
あ
る
。

■
財
政
調
整
基
金

問　
財
政
調
整
基
金
の
中
に
有

価
証
券
が
９
億
８
５
０
０
万
円

あ
る
が
、
そ
の
運
用
を
伺
う
。

ま
た
、
有
価
証
券
は
即
時
に
換

金
で
き
な
い
た
め
、
有
事
の
換

金
な
ど
に
際
し
て
流
動
性
が
低

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
定
期
預
金
は
低
金
利
の
た

め
、
よ
り
利
率
が
高
い
地
方
債

を
保
有
し
、
長
期
的
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。
岩
手
県
や
仙
台

市
な
ど
の
債
権
で
、
利
子
収
入

を
基
金
に
繰
り
入
れ
て
い
る
。

即
時
の
換
金
よ
り
、
確
実
性
を

重
視
し
た
結
果
の
運
用
で
あ
る
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
費

問　
第
４
次
宮
古
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
終
え
て
の
評

価
は
。

答　
第
５
次
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
昨
年
度
に
行
っ
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
前
回

平
成
27
年
度
の
調
査
に
比
べ
、

男
女
の
意
識
は
向
上
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
に
一
人

一
人
の
意
識
づ
け
が
課
題
だ
と

感
じ
て
い
る
。

■
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

　
【
新
型
コ
ロ
ナ
】

問　
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

ほ
か
に
実
施
し
た
市
単
独
事
業

の
特
例
特
別
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
の
評
価
は
。

答　
申
請
受
付
を
３
月
ま
で
の

１
年
間
続
け
た
こ
と
で
、
施
設

入
所
等
の
理
由
に
よ
り
国
の
特

別
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
期

間
内
に
申
請
で
き
な
か
っ
た
方

な
ど
の
必
要
な
方
々
に
給
付
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
し
て

い
る
。

■
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
特
別

　
給
付
事
業
【
新
型
コ
ロ
ナ
】

問　
市
単
独
の
コ
ロ
ナ
対
策
事

業
の
評
価
は
。

答　
国
の
対
策
が
ま
だ
何
も
な

い
時
期
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

令
和
２
年
５
月
15
日
に
振
り
込

む
こ
と
が
で
き
た
。
県
内
で
も

１
番
か
２
番
の
速
さ
で
の
給
付

で
あ
り
、
春
休
み
が
長
期
に
続

い
た
時
期
に
で
き
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
幸
せ
基
金

　
事
業
（
子
ど
も
達
の
暮
ら
し

　
を
支
え
る
こ
ど
も
食
堂
お
よ

　
び
親
の
自
立
支
援
事
業
）

問　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

こ
ど
も
食
堂
の
開
催
の
中
止
や

弁
当
の
配
付
を
行
っ
て
の
事
業

の
評
価
を
伺
う
。

答　
集
ま
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ

っ
た
子
ど
も
が
気
軽
に
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
利
点

が
あ
っ
た
。
裾
野
が
広
が
っ
た

一
方
、
深
い
相
談
を
把
握
で
き

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

■
放
課
後
児
童
対
策
事
業

　
（
学
童
の
家
）

問　
事
業
者
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
の
機
会
を
設
け
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
実
績
は
。

答　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
集
ま
る
機
会
は
持
た

な
か
っ
た
。
集
ま
っ
て
知
識
を

得
る
機
会
は
必
要
だ
と
感
じ
て

お
り
、
状
況
を
見
て
再
開
し
続

け
て
い
き
た
い
。

■
予
防
接
種
事
業

問　
接
種
率
が
下
が
っ
て
い
る

と
見
る
が
、
今
回
の
実
績
を
踏

ま
え
て
ど
の
よ
う
に
接
種
率
を

向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　
幼
児
健
診
の
際
に
、
母
子

健
康
手
帳
を
確
認
し
て
予
防
接

種
に
つ
い
て
の
助
言
指
導
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
６
か

月
お
き
に
で
き
て
い
た
も
の
が
、

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
、
１
歳
半
と
３
歳
児
の
法

定
健
診
の
時
点
に
し
か
実
施
で

き
な
か
っ
た
。
令
和
３
年
度
は

す
べ
て
の
健
康
診
断
、
健
康
相

談
事
業
を
再
開
し
て
お
り
、
個

別
に
よ
り
丁
寧
な
指
導
が
で
き

る
と
思
っ
て
い
る
。

■
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
調
査

　
研
究
事
業

問　
今
後
は
調
査
研
究
の
分
析

が
課
題
と
考
え
る
が
、
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
モ
デ
ル
と
し
た
中
学
校
区

の
令
和
２
年
度
の
新
規
の
不
登

校
は
１
人
で
あ
り
、
大
幅
な
減

少
が
見
ら
れ
た
。

問　
調
査
研
究
の
成
果
を
共
有

す
る
範
囲
を
ど
こ
ま
で
広
げ
て

い
く
か
。

答　
学
校
内
で
閉
じ
ず
に
、
地

域
や
保
護
者
と
共
有
し
て
、
み

ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
を
す
る
と
い
う
部
分
で

は
、
さ
ら
に
深
ま
り
の
あ
る
活

動
は
展
開
で
き
る
と
捉
え
て
い

る
。

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

問　
在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進

事
業
の
う
ち
、
看
取
り
に
関
す

る
取
り
組
み
は
令
和
２
年
度
に

特
別
に
取
り
組
ん
だ
も
の
か
。

ま
た
、
取
り
組
み
の
結
果
は
。

答　
国
の
モ
デ
ル
事
業
に
今
回

取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ル

ー
ル
作
り
を
学
び
、
暫
定
的
な

も
の
を
作
成
し
た
。
ど
う
扱
う

か
は
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
。

問問

問問

問

問

問 問

問

答

答

答

答答

答

答答

教
育
民
生
分
科
会

（
分
科
会
長　
加
藤
俊
郎
）

◆ 

一
般
会
計・歳
出 

◆

◆ 

特 

別 

会 

計 

◆

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

こども食堂での弁当配付の様子

問問 答答
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議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

■
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
救
助

　
等
の
実
施《
元
年
台
風
19
号
》

問　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
支

援
１
件
当
た
り
の
上
限
額
の
根

拠
は
。

答　
こ
の
事
業
の
枠
組
み
は
東

日
本
大
震
災
と
同
じ
で
あ
る
が
、

国
か
ら
の
給
付
上
限
額
が
変
わ

っ
て
い
る
。
半
壊
以
上
80
万
円

は
、
災
害
救
助
費
か
ら
の
59
万

５
０
０
０
円
に
市
単
独
費
20
万

５
０
０
０
円
が
上
乗
せ
と
な
っ

て
い
る
。
一
部
損
壊
30
万
円
は
、

震
災
時
に
は
な
か
っ
た
が
、
新

た
な
項
目
と
し
て
国
か
ら
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

■
雇
用
対
策
事
業

問　
市
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨

励
金
の
実
績
件
数
が
少
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
連
携
不
足
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
従
業
員
雇
用
後
に
奨
励

金
が
も
ら
え
な
か
っ
た
等
の
情

報
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　
市
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨

励
金
は
、
国
の
適
用
を
経
過
し

て
か
ら
の
補
助
と
な
り
、
現
状
、

国
の
申
請
受
付
段
階
に
市
が
立

ち
会
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

の
よ
う
な
指
摘
も
他
か
ら
聞
こ

え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
事
業

制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

■
牧
野
管
理
運
営
事
業

問　
子
牛
価
格
の
現
状
を
伺
う
。

ま
た
、
価
格
の
現
状
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
支
援
体
制
が
図
ら

れ
て
い
る
か
。

答　
現
在
、
平
均
価
格
で
一
頭

70
万
円
を
超
え
る
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
母
牛
の
導
入
価
格
も
高
騰

し
て
い
る
が
、
農
家
が
販
売
す

る
子
牛
価
格
も
倍
近
く
に
上

が
っ
て
い
る
。
支
出
も
増
え
て

い
る
が
、
収
入
も
増
え
て
い
る

状
況
下
で
、
ど
う
い
っ
た
支
援

が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
農
家
、

農
協
、
農
業
相
談
員
等
と
話
を

進
め
て
い
る
。

■
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業

問　
森
林
・
林
地
情
報
調
査
業

務
委
託
料
約
５
０
０
０
万
円
の

支
出
が
今
後
10
年
、
15
年
続
く

と
、
森
林
整
備
の
ほ
う
に
予
算

が
回
ら
な
く
な
る
懸
念
は
。

答　
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く

上
で
こ
の
調
査
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
。
現
在
あ
る
森
林
を
、

所
有
者
本
人
が
管
理
す
る
の
か
、

管
理
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
業

者
に
預
け
る
か
等
、
そ
れ
ら
を

判
断
す
る
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
採
算
性
が
と
れ
な
い
森

林
は
、
環
境
面
も
含
め
市
が
管

理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
調
査
が
森
林
整

備
の
大
前
提
と
な
る
も
の
で
あ

る
。

■
ま
い
た
け
研
究
開
発
セ
ン
タ

　
ー
運
営
事
業

問　
事
業
運
営
を
考
え
る
と
、

菌
木
を
新
た
に
生
産
せ
ず
、
３

万
７
８
２
７
個
あ
る
在
庫
か
ら

先
に
販
売
す
る
方
法
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
令
和
２
年
度
の
決
算
で
事

業
費
約
１
５
９
１
万
円
に
対
し

収
入
は
約
６
４
７
万
円
で
あ
り
、

約
９
４
３
万
円
の
赤
字
で
あ
っ

た
。
前
年
度
か
ら
事
業
費
を
２

０
０
万
円
ほ
ど
圧
縮
し
て
い
る

が
、
赤
字
の
状
況
が
依
然
続
い

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
菌
木

価
格
を
25
％
上
げ
て
販
売
し
て

い
る
。
栽
培
経
験
の
な
い
方
に

も
気
軽
に
購
入
し
て
い
た
だ
く

方
法
の
検
討
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
う

よ
う
準
備
を
し
て
い
る
。
厳
し

い
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
な

が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

収
支
改
善
に
向
け
た
取
組
を
一

つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
。

■
栽
培
漁
業
推
進
強
化
事
業

問　
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
を
毎

年
３
０
０
万
個
前
後
行
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
ア
ワ
ビ
の
水
揚

げ
が
伸
び
な
い
主
な
要
因
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
水
揚
げ
が
伸
び
な
い
主
な

原
因
は
、
結
果
と
す
れ
ば
よ
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
言
え
る
の
は
こ
れ
ま
で

放
流
を
続
け
て
き
た
た
め
に
、

30
ト
ン
、
40
ト
ン
と
い
う
水
揚

げ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。
栽
培
漁
業
を
継
続

し
て
い
く
と
い
う
観
点
に
お
い

て
、
各
漁
協
の
放
流
に
対
す
る

支
援
は
継
続
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　
（
繰
越
分
）

問　
令
和
元
年
度
の
前
金
払
額

が
実
績
額
を
上
回
り
、
差
額
の

返
還
を
受
け
た
理
由
は
何
か
。

答　
商
品
券
購
入
手
続
き
の
中

で
、
特
に
も
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
対
象
と
し
た
手
続
き
が
面

倒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
全

国
的
に
も
言
わ
れ
て
お
り
、
商

品
券
購
入
に
お
け
る
申
請
率
が

４
割
弱
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

■
道
路
維
持
事
業

問　
道
路
補
修
の
要
望
状
況
は
。

答　
令
和
３
年
度
の
途
中
経
過

と
し
て
、
道
路
補
修
要
望
が
１

７
５
ヶ
所
あ
り
、
昨
年
度
の
繰

越
し
分
と
合
わ
せ
て
２
４
６
ヶ

所
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

１
１
６
ヶ
所
の
補
修
が
終
了
し
、

現
在
残
っ
て
い
る
の
は
１
３
０

ヶ
所
で
あ
る
。

問 問

問

問

問 問

答 答

答

答

答 答

産
業
建
設
分
科
会

（
分
科
会
長　
佐
々
木
重
勝
）

◆ 
一
般
会
計・歳
出 

◆

問問 答答

「里の駅おぐに」  で販売されているまいたけの菌木
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松
本
尚
美  

議
員
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・（
11
）

　

 

■　
よ
り
強
い
感
染
対
策
と
支
援
策
を

　

 

■　
地
域
再
生
を
農
業
で

　

 

■　
障
が
い
児
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
拡
充
を

木
村
　

誠  

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
地
域
に
お
い
て
猫
が
引
き
起
こ
す
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

橋
本
久
夫  

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）・
・
・
・
・
・
・
・（
12
）

　

 

■　
集
団
感
染
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
に
対
す
る
課
題
に
つ
い
て

　

 

■　
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て

　

 

■　
災
害
意
識
を
高
め
る
た
め
に
過
去
の
災
害
史
の
ま
と
め
を

田
中
　

尚  

議
員
（
日
本
共
産
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

 

■　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

小
島
直
也  

議
員
（
公
明
党
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
13
）

　

 

■　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
的
孤
立
に
つ
い
て

　

 

■　
軽
度
認
知
障
が
い
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

　

 

■　
若
い
世
代
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に
つ
い
て

　

 

■　
市
内
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
盟
検
討
に
つ
い
て

伊
藤
　

清  

議
員
（
産
振
会
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
14
）

　

 

■　
新
た
な
農
福
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

 

■　
合
葬
式
墓
所
（
合
祀
墓
）
の
設
置
に
つ
い
て

竹
花
邦
彦  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
14
）

　

 

■　
障
が
い
者
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の

　

 　
　
課
題
に
つ
い
て

　

 

■　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

畠
山
　

茂  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
15
）

　

 

■　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　

 

■　
小
規
模
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　

 

■　
学
校
運
営
協
議
会
制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の

　

 　
　
導
入
に
つ
い
て

　

 

■　
学
校
給
食
に
つ
い
て

坂
本
悦
夫  

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
15
）

　

 

■　
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

西
村
昭
二  

議
員
（
産
振
会
）・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・（
16
）

　

 

■　
企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
振
興
と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の

　

 　
　
両
立
に
つ
い
て

　

 

■　
産
業
振
興
公
社
の
経
営
統
合
に
つ
い
て

白
石
雅
一  

議
員
（
復
興
を
考
え
る
会
）・
・
・
・
・
・
・
・（
16
）

　

 

■　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
充
を

　

 

■　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
対
応
し
た

　

 　
　
教
育
シ
ス
テ
ム
を

一般質問 市政を問う
ここが聞きたい 一般質問の内容を動画

でご覧いただけます。

■
県
に
緊
急
事
態
宣
言
に
見
合

　
う
対
策
と
財
源
要
求
を

　
　
　
県
は
独
自
の
緊
急
事
態

　
　
宣
言
を
延
長
し
、
盛
岡
市

の
み
対
象
と
す
る
協
力
金
を
伴

う
対
策
に
転
換
し
た
。
市
は
、

国
の
宣
言
発
令
に
等
し
い
対
策

と
財
源
を
県
に
要
求
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
家
賃
、
経
営
支
援
の
延

長
、
事
業
所
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
の
上
限
拡
大
、
負
担
を
ゼ
ロ

に
す
る
な
ど
、
よ
り
強
い
支
援

策
を
発
信
す
べ
き
だ
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
今
後
も
、
引
き
続
き
国
、

県
に
要
望
す
る
。
宣
言
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
市
内
で
の
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
民
へ
の

注
意
喚
起
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
動
向
を
注
視
し
、

時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
。

■
地
域
再
生
を
農
業
で

　
　
　
当
市
の
農
家
は
、
１
４

　
　
４
８
世
帯
、
総
生
産
額
は

７
億
９
５
０
０
万
円
で
一
世
帯

54
万
円
で
あ
る
。
現
状
継
続
で

は
、
宮
古
の
農
業
の
未
来
も
地

域
再
生
も
な
い
。
売
れ
る
、
儲

か
る
農
業
に
方
針
転
換
し
、
よ

り
強
い
施
策
展
開
が
必
要
で
あ

る
。
農
業
を
地
域
再
生
の
柱
と

位
置
付
け
た
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

再
構
築
を
求
め
る
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
支
援
制
度
の
見
直
し
を

図
り
、
今
後
の
農
業
の
中
心
を

担
う
認
定
農
業
者
、
新
規
就
農

者
に
対
し
て
、
売
れ
る
、
儲
か

る
農
業
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

■
障
が
い
児
、
医
療
的
ケ
ア
児

　
の
支
援
拡
充
を

　
　
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

　
　
達
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
子
ど
も
達
、
保
護
者
は
、
大

変
な
心
労
と
将
来
の
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
支
援
拡
充
を
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
保
護
者
と
の
よ
り
早
い

情
報
共
有
で
、
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
と
支
援
に
必
要
な
体
制

の
強
化
を
図
る
。

議員松 本 尚 美

質問

答弁

より強い新型コロナウイルス
感染対策と支援を
感染拡大の状況等を踏まえ、
市民へ注意喚起する

問問

問答

答

答

厳しい状況におかれる飲食店街

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記
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■
集
団
感
染
で
店
舗
維
持
へ
の

　
影
響
が
心
配

　
　
　
商
業
施
設
内
で
コ
ロ
ナ

　
　
感
染
症
の
集
団
感
染
が
発

生
し
た
。
客
離
れ
に
よ
る
経
済

の
停
滞
で
店
舗
維
持
が
困
難
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
済
活

動
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
商
業
施
設
で
の
集
団
感

染
の
接
触
者
５
３
２
人
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
し
拡
大
を
防
い
だ
。
経

済
の
停
滞
は
商
業
施
設
の
み
な

ら
ず
市
内
の
営
業
店
舗
に
も
見

ら
れ
る
。
感
染
拡
大
防
止
と
と

も
に
地
域
内
経
済
循
環
を
促
す

こ
と
が
重
要
だ
。「
家
賃
支
援
給

付
金
」「
地
域
企
業
経
営
支
援

金
」「
感
染
防
止
対
策
事
業
所
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
の
実
施
と
、

市
民
の
命
を
守
る
た
め
円
滑
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
つ
つ
、

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
。

■
学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
は

　
　
　
10
代
に
も
感
染
者
が
発

　
　
生
し
て
い
る
。
学
校
で
安

全
に
学
ぶ
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
現
状
ど
の
よ
う
な
対
策
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
文
部
科
学
省
の
様
式
に

沿
っ
て
進
め
て
い
る
。
基
本
的

な
感
染
対
策
の
徹
底
と
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
学
習
活
動
の
慎
重

な
実
施
、
時
間
・
内
容
を
工
夫

し
安
全
に
学
ぶ
環
境
作
り
を

行
っ
て
い
る
。
感
染
防
止
用
品

も
配
置
し
、
発
熱
者
一
時
待
機

場
所
も
確
保
し
て
い
る
。
教
職

員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
８
月
末

で
89
・
４
％
２
回
目
が
終
了
し

て
い
る
。
修
学
旅
行
も
行
き
先

を
県
内
で
実
施
す
る
。

■
過
去
の
災
害
史
の
ま
と
め
を

　
　
　
災
害
の
歴
史
や
大
き
な

　
　
事
故
も
風
化
し
て
忘
れ
去

ら
れ
が
ち
と
な
り
、
後
世
に
語

り
継
ぐ
機
会
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
。
市
全
体
の
災
害
を
ま
と

め
た
「
災
害
史
」
が
必
要
だ
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
今
年
度
作
成
す
る
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
台
風
や
大

火
、
津
波
な
ど
過
去
の
各
種
災

害
の
歴
史
を
取
り
込
み
、
後
世

に
語
り
継
い
で
い
く
災
害
史
と

し
て
の
効
果
も
高
め
て
い
く
。

議員橋 本 久 夫

質問

答弁

コロナ集団感染での経済停滞
をどう捉えているか
地域内経済循環を促すことが
重要と捉える

問

問

問

答

答答

コロナワクチン集団接種
会場の様子

■
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
へ
の
支
援
に
つ

　
い
て

　
　
　
岩
手
県
が
公
表
し
た
令

　
　
和
元
年
度
実
績
に
よ
る
と
、

宮
古
保
健
所
で
の
猫
の
引
き
取

り
頭
数
75
頭
の
う
ち
75
％
が
殺

処
分
さ
れ
て
お
り
、
県
内
10
保

健
所
で
最
も
多
い
不
名
誉
な
状

況
に
あ
る
。
た
だ
し
、
今
年
度

か
ら
譲
渡
会
を
開
催
し
て
い
る

の
で
、
今
後
は
改
善
さ
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、

根
本
的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
猫
の
増
殖

を
抑
え
る
目
的
で
行
わ
れ
る
、

Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
が
有
効
と
考
え
、

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
本
市
で
も
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
行

っ
て
い
る
方
が
お
り
、
そ
の
際

に
掛
か
る
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
は
自
己
負
担
と
聞
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
環
境
衛
生
の
観
点
か

ら
、
市
の
課
題
と
捉
え
活
動
に

支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
地
域
の
猫
の
状
況
や
地

域
で
活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ

等
の
実
態
を
把
握
し
た
う
え
で
、

協
働
事
業
で
あ
る
宮
古
市
提
案

型
事
業
制
度
の
活
用
を
働
き
か

け
る
な
ど
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
方
法

を
探
っ
て
い
く
。

　
　
　
宮
古
保
健
所
で
譲
渡
会

　
　
を
開
く
際
に
場
所
の
提
供

や
情
報
発
信
等
に
、
協
力
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
宮
古
保
健
所
で
７
月
に

開
催
さ
れ
た
譲
渡
会
で
は
一
定

数
が
新
し
い
飼
い
主
に
引
き
取

ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

の
開
催
に
向
け
て
、
多
く
の
市

民
の
目
に
触
れ
る
よ
う
、
一
緒

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
動
物
愛
護
支
援
の
目
的

　
　
で
寄
付
金
を
募
り
、
手
術

費
用
等
に
充
て
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
。
本
市
で
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
地
域
で
行
わ
れ
る
活
動

の
実
態
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。

議員木村 　 誠

質問

答弁

ＴＮＲ活動への支援を
検討すべき

官民一体となって地域課題の
解決法を探っていく

問

問問

答

答答

市内事業所倉庫で生まれていた子猫たち

ネコも宮古市の一員
です！
ニャンチームで問題
解決を！！

災害は歴史に学べと
いう。過去の災害を
忘れて想定外の災害
にしたくないものです。

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

※ＴＮＲ活動とは…野良猫を一時的に保護し、不妊・去勢手術をした後に
　元の場所に戻す、地域での野良猫の繁殖を抑える活動の事
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■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対

　
応
に
つ
い
て

　
　
　
人
流
抑
制
と
３
密
対
策

　
　
の
政
府
対
応
に
は
懸
念
を

覚
え
る
。
飲
食
店
の
営
業
時
間

短
縮
ば
か
り
を
問
題
に
し
て
来

た
結
果
、
感
染
拡
大
が
生
ま
れ

て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
の
影

響
等
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
県
は
６
月
か
ら
28
項
目

の
認
定
基
準
を
満
た
す
飲
食
業

者
に
「
い
わ
て
飲
食
店
安
心
認

証
制
度
」
を
実
施
、
本
市
は
96

店
舗
（
８
月
末
）
が
認
証
さ
れ

た
。
認
証
申
請
の
奨
励
と
工
事

費
の
３
分
の
２（
上
限
50
万
円
）

補
助
の
「
感
染
対
策
事
業
所
リ

フ
ォ
ー
ム
」
活
用
を
促
す
。

　
　
　
治
療
に
必
要
な
病
床
確

　
　
保
の
見
通
し
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　

病
床
は
県
全
体
で

３
５
０
床
確
保
さ
れ
て
い
る
。

医
療
圏
域
ご
と
の
数
は
公
表
さ

れ
て
な
い
。
感
染
に
応
じ
た
医

療
体
制
の
整
備
は
県
が
実
施
し

て
お
り
、
必
要
な
場
合
、
病
床
、

医
療
従
事
者
確
保
を
早
急
に
県

に
要
望
し
て
い
く
。

■
太
陽
光
に
次
ぐ
、
再
エ
ネ
活

　
用
は

　
　
　
当
市
は
、
事
業
会
社
の

　
　
資
本
参
加
以
外
で
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

具
体
化
へ
「
計
画
」
策
定
途
上

と
考
え
る
。
①
太
陽
光
発
電
の

拡
充
に
次
ぐ
再
エ
ネ
は
何
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。
②
地
理
的

特
性
で
は
森
林
資
源
（
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
）
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
が
課
題
と
対
応
策
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
①
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど

の
ほ
か
、
設
置
費
が
低
く
実
現

性
の
高
い
、
小
規
模
施
設
の
導

入
も
必
要
。
市
街
地
へ
の
小
型

風
力
発
電
や
水
路
・
小
河
川
等

に
設
置
す
る
マ
イ
ク
ロ
水
力
発

電
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
小

規
模
な
施
設
を
多
く
設
置
し
、

大
規
模
施
設
と
同
等
の
効
果
が

得
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
出

し
た
い
。
②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
森
林

の
公
益
的
機
能
を
維
持
し
、
燃

料
を
長
期
的
に
安
定
供
給
す
る

こ
と
と
事
業
の
採
算
性
確
保
が

課
題
と
認
識
す
る
。
事
業
の
推

進
へ
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
等
の
導

入
を
想
定
し
て
い
る
。

■
コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
の
孤
立
政

　
策
を
市
は
ど
う
と
ら
え
て
い

　
る
か

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
孤
立

　
　
が
進
み
困
難
を
抱
え
る
対

象
者
へ
寄
り
添
う
方
法
と
し
て
、

国
が
示
し
た「
つ
な
が
り
指
標
」

を
用
い
て
の
取
り
組
み
は
あ
る

の
か
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

の
評
価
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
対
面
で
の
相
談
対
応
は

減
っ
て
い
る
が
、
創
意
工
夫
を

し
て
切
れ
目
の
な
い
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
対
象
者
の
意

欲
や
自
己
肯
定
感
、
社
会
参
加

な
ど
に
つ
い
て
、
生
活
の
振
り

返
り
指
標
、
及
び
支
援
の
評
価

の
手
法
と
し
て
活
用
し
、
今
後
、

孤
立
防
止
対
策
に
努
め
る
。

■
軽
度
認
知
障
が
い
の
早
期
発

　
見
に
つ
い
て

　
　
　
認
知
症
予
防
の
ア
プ
ロ

　
　
ー
チ
と
し
て
軽
度
認
知
障

が
い
の
早
期
発
見
を
行
う
「
あ

た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス

ト
」
を
導
入
し
な
い
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
「
あ
た
ま
の
健
康
チ
ェッ

ク
テ
ス
ト
」
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス

料
及
び
初
期
費
用
が
か
か
る
た

め
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。
こ

れ
ま
で
の
各
種
事
業
を
継
続
実

施
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
専

門
医
の
助
言
を
い
た
だ
き
高
齢

者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て

い
く
。

■
若
い
世
代
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

　
種
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
副
反
応
を
心
配
し
て
ワ

　
　
ク
チ
ン
接
種
を
た
め
ら
う

若
い
世
代
へ
、
ど
う
接
種
を
促

し
て
い
く
の
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　

市
の
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、
自

ら
の
意
思
で
接
種
の
判
断
を
行

え
る
よ
う
、
ま
た
、
接
種
時
間

の
延
長
で
環
境
を
整
え
て
い
く
。

■
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

　
へ
の
加
盟
に
つ
い
て

　
　
　
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
で
世
界
中
の
学
校

と
交
流
で
き
、
今
後
の
教
育
に

必
要
と
考
え
る
。
加
盟
は
考
え

て
い
る
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
今
後
の
在
り
方
を
検
討

す
る
た
め
、
情
報
収
集
に
努
め

る
。

議員

議員

田中 　 尚

小 島 直 也

質問

質問

答弁

答弁

コロナ感染拡大への対策は

コロナ禍における
社会的孤立について

安心認証申請と改築費補助を
奨励

インターネット上で相談や
交流を確保する

問

問

答

答

答

答

感染拡大と減少の反
復から終息への見と
おしと再エネで地域
を元気に！

みんなでつながりを
深めるため、声をか
けあいましょう。

問答

問答問答

接種会場で説明を受ける市民

支え合う社会を
つくりましょう

問問

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記
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■
障
が
い
者
等
か
ら
解
決
が
求

　
め
ら
れ
て
い
る
課
題
は

　
　
　
障
が
い
者
の
課
題
や
ニ

　
　
ー
ズ
を
把
握
し
、
解
決
に

取
り
組
む
宮
古
圏
域
障
が
い
者

自
立
支
援
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
相
談
等
で
、
特
に
も
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
障

が
い
者
の
課
題
は
何
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
医
療
的
ケ
ア
児
や
行
動

障
害
が
あ
る
方
等
へ
の
サ
ー
ビ

ス
不
足
か
ら
生
じ
る
日
常
生
活

や
将
来
へ
の
不
安
が
挙
げ
ら
れ

る
。
最
近
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
相
談
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　
　
　
障
が
い
者
が
施
設
等
で

　
　
一
生
を
過
ご
す
こ
と
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
地
域
で
自

分
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
地
域

生
活
移
行
と
地
域
定
着
に
つ
い

て
、
市
の
課
題
認
識
と
支
援
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
障
が
い
者
の
特
性
に
応

じ
た
就
労
場
所
や
住
居
確
保
等

が
課
題
で
あ
る
。
当
事
者
や
関

係
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

地
域
移
行
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

確
保
と
拡
充
に
努
め
る
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

　
経
済
効
果
と
課
題
点
は

　
　
　
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し

　
　
て
昨
年
度
二
度
に
わ
た
っ

て
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
の
地
域
内
経
済
へ
の
波

及
効
果
及
び
実
施
結
果
で
見
え

た
課
題
点
は
何
か
、
伺
う
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
流
通
総
額
は
約
６
億
円

と
な
っ
た
。
宮
古
商
工
会
議
所

が
実
施
し
た
参
加
店
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
売
上
げ
回
復
、
増
加

に
「
役
立
っ
た
」
が
61
・
５
％
、

景
気
・
コ
ロ
ナ
対
策
に
「
効
果

が
あ
る
」
が
73
・
９
％
と
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
内
経
済
循
環
へ
の
波
及
効

果
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
酒
類
提
供
が
主
の
飲
食
店

利
用
が
少
な
い
等
が
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

議員竹 花 邦 彦

質問

答弁

障がい者・家族の実情に
沿った地域移行支援を

就労等のニーズを把握し
必要なサービスを拡充

問

問

問

答

答答

宮古圏域の障がい者福祉ネットワーク
「レインボーネット」

■
新
た
な
農
福
連
携
の
可
能
性

　
に
つ
い
て

　
　
　
就
農
に
よ
る
障
が
い
者

　
　
の
雇
用
拡
大
を
図
る
「
農

福
連
携
」
を
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
に
も
活
か
す
取
り
組
み
が
、

各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
農

作
業
で
健
康
増
進
や
社
会
参
加

を
促
す
の
が
狙
い
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。現
在
本
市
で
は
、介

護
予
防
対
策
で
、
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
加
え
て
高
齢
者
の
健

康
増
進
と
介
護
予
防
の
た
め
の

農
福
連
携
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
当
市
の
介
護
予
防
事
業

は
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進
に

加
え
、
新
た
な
人
間
関
係
の
創

出
や
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

を
目
的
に
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
、
農
福
連
携
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
情
報

収
集
に
努
め
ま
す
。

■
合
葬
式
墓
所
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　
人
生
の
幕
引
き
を
考
え

　
　
る
「
終
活
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
子
や
孫
が
な

く
墓
所
を
継
承
し
て
い
け
な
い

方
々
に
と
っ
て
、
大
き
な
悩
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

も
そ
も
墓
所
を
持
た
な
い
方
々

に
と
っ
て
も
、
遺
骨
を
ど
こ
に

収
め
る
か
は
大
き
な
問
題
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
策

と
し
て
、
一
つ
の
墓
所
に
合
同

で
遺
骨
を
収
め
る
合
葬
式
墓
所

が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
は
そ

の
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民

の
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
、
市

が
合
葬
式
墓
所
を
設
置
す
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
合
葬
式
墓
所
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
民
間
の
宗
教
法

人
で
設
置
し
て
い
る
永
代
供
養

墓
の
利
用
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
課
題
解
決
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議員伊藤 　 清

質問

答弁

高齢者の介護予防のための
農福連携を検討すべき

シルバーリハビリ体操を
継続し情報収集に努める

問問 答

答

農作業でいきいき

米の価格の下落があ
んまりだぁ～
米農家はこれから生
活できっぺか？

障がいのある人もな
い人も人間として尊
重しあうまちづくり
を共に

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記
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■
小
規
模
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
小
規
模
校
で
は
、
希
望

　
　
す
る
部
活
動
が
で
き
ず
、

希
望
す
る
部
活
を
行
う
た
め
18

名
が
学
区
外
に
通
っ
て
い
る
。

今
後
の
部
活
動
の
あ
り
方
は
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
各
校
で
は
、
部
員
の
少

な
い
種
目
は
合
同
チ
ー
ム
を
編

成
し
活
動
し
て
い
る
。
今
後
の

部
活
動
の
あ
り
方
と
し
て
、「
ブ

ロ
ッ
ク
化
に
よ
る
部
活
動
」
の

実
施
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

■
教
職
員
の
働
き
方
改
革
推
進

　
に
つ
い
て

　
　
　
当
市
に
お
け
る
教
職
員

　
　
の「
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」

の
推
進
状
況
は
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
時
間
外
在
校
時
間
の
縮

減
、
業
務
へ
の
充
実
感
や
健
康

面
で
の
安
心
感
の
向
上
を
目
標

に
取
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
勤
務
時
間
管
理
は
適
正

　
　
に
行
わ
れ
、
時
間
外
勤
務

等
は
厳
守
さ
れ
て
い
る
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
昨
年
度
の
時
間
外
月
平

均
は
約
34
時
間
で
、
適
切
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
部
活
動
は
長
時
間
労
働

　
　
の
要
因
の
一
つ
、
部
活
動

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
部
活
動
指
導

員
の
導
入
に
よ
り
、
課
題
は
改

善
さ
れ
て
い
る
か
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
「
宮
古
市
部
活
動
指
針
」

に
則
っ
て
活
動
時
間
が
厳
守
さ

れ
て
お
り
、
現
在
４
名
の
部
活

動
指
導
員
を
配
置
し
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

■
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
　
学
校
給
食
費
等
の
公
会

　
　
計
化
導
入
に
つ
い
て
検
討

状
況
は
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
現
在
、
学
校
給
食
費
の

公
会
計
化
は
令
和
５
年
度
の
移

行
を
目
指
し
進
め
て
い
る
。

　
　
　
学
校
給
食
の
地
産
地
消

　
　
拡
大
に
つ
い
て
、
食
育
推

進
計
画
で
掲
げ
る
地
元
食
材

40
％
達
成
に
向
け
た
取
組
み
は
。

 　
　
伊
藤
教
育
長

　
　
　
昨
年
度
に
お
い
て
、
地

元
食
材
の
重
量
比
率
は
約
34
％

で
、
新
食
材
の
使
用
や
農
協
、

生
産
者
と
連
携
強
化
を
図
り
、

目
標
達
成
に
取
組
む
。

■
母
親
の
負
担
軽
減
、
で
き
る

　
よ
う
受
け
皿
を
急
げ
！

　
　
　
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

　
　
か
つ
て
は
救
え
な
か
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
救
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
全
国
的
に
支

援
体
制
は
整
わ
ず
保
育
所
や
学

校
に
通
う
こ
と
を
断
念
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
先
の
国
会
で
成
立
し
た
医

療
的
ケ
ア
児
支
援
法
で
は
「
医

療
的
ケ
ア
児
」
が
ほ
か
の
児
童

と
共
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
適
切
な
支
援
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
保
育
所
や

学
校
に
ど
の
よ
う
な
教
育
・
保

育
の
環
境
を
構
築
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
保
育
所
に
つ
い
て
は
入

所
前
の
早
い
時
期
か
ら
保
護
者

と
の
情
報
共
有
を
始
め
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
看
護
師
の
配

置
や
研
修
を
す
る
な
ど
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
へ
の
就
学
に
あ
た
っ
て

は
各
保
育
所
施
設
等
を
訪
問
し

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
人
的
配
置

を
含
め
た
学
習
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　
　
　
す
べ
て
を
犠
牲
に
し
て

　
　
我
が
子
を
守
ら
ざ
る
を
得

な
い
母
親
は
日
常
生
活
に
お
い

て
も
苛
酷
な
負
担
を
強
い
ら
れ

将
来
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
ケ
ア
す
る
母

親
、
家
族
の
負
担
が
軽
減
で
き

る
よ
う
「
短
期
入
所
」
と
「
一

時
預
か
り
」
に
つ
い
て
市
独
自

の
制
度
構
築
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
医
療
的
ケ
ア
児
や
そ
の

家
族
が
生
活
上
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
る
と
と
も
に
必
要
な
支
援

が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

議員

議員

畠山 　 茂

坂 本 悦 夫

質問

質問

答弁

答弁

小規模校における
今後の部活動のあり方は

医療的ケア児の保育所・
学校の受け入れ態勢整備を

ブロック化による
部活動の実施に向け支援

看護師の配置など
支援体制の充実に努める

問

問

答答

学校現場では、様々
な施策の導入で大変。
教育立市にふさわし
い環境を

子どもへの政策は
「自分の子どもだっ
たら…こうする」と
いう視点を忘れずに

問答

問答

答

問問

答問答問答

中学校新人戦の様子

医療的ケア児には、胃ろう等の
ケアが日常的に必要です
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■
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
充
を

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ

　
　
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
、

定
期
予
防
接
種
で
あ
る
が
国
の

勧
告
で
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し

控
え
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、
様
々
な
研
究

が
進
み
接
種
を
し
な
か
っ
た
事

に
よ
る
リ
ス
ク
の
高
さ
が
証
明

さ
れ
、
接
種
で
き
な
か
っ
た
大

学
生
ら
や
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
お
よ
び
日
本
産
婦
人
科
医
会

は
署
名
や
要
望
書
を
国
に
提
出

し
、
さ
ら
に
日
本
産
科
婦
人
科

学
会
が
定
期
接
種
の
対
象
を
当

面
の
間
、
高
校
３
年
生
ま
で
広

げ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
他
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
発
生
に
伴
い
、
接
種
期
間
の

一
年
延
長
ま
た
二
年
延
長
の
特

別
処
置
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
青
森
県
平
川
市
で
は
17

歳
か
ら
の
19
歳
ま
で
の
定
期
接

種
の
機
会
を
逃
し
た
女
性
に
接

種
費
用
の
助
成
を
し
て
い
る
。

　
負
担
額
は
総
額
で
５
万
円
程

度
か
か
り
、
接
種
を
し
よ
う
と

し
て
も
金
銭
的
な
理
由
で
断
念

す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

　
若
い
世
代
の
発
症
率
が
高
く

マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
と
も
呼
ば
れ
る

こ
の
病
気
か
ら
市
民
を
守
る
た

め
に
、
公
費
接
種
の
対
象
期
間

を
過
ぎ
た
女
性
に
対
し
、
市
独

自
の
費
用
補
助
で
対
象
期
間
を

延
長
し
て
は
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
費
用
助
成
拡
充
は
積
極

的
勧
奨
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

国
の
指
針
に
沿
い
対
象
年
齢
内

で
の
接
種
を
周
知
す
る
。

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
２

　
　
価
、
４
価
な
ど
が
あ
り
予

防
効
果
は
子
宮
頸
が
ん
全
体
の

70
％
程
度
だ
っ
た
が
、
新
た
に

90
％
程
度
を
予
防
す
る
９
価
が

市
販
さ
れ
た
が
公
費
補
助
で
は

無
い
。

　
希
望
者
が
９
価
ワ
ク
チ
ン
を

選
択
で
き
る
よ
う
、
補
助
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
内
に
９
価
ワ
ク
チ
ン

の
任
意
接
種
を
実
施
し
て
い
る

医
療
機
関
は
無
い
。
国
の
副
反

応
等
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
動
向
把
握
に
努
め
る
。

議員白 石 雅 一

質問

答弁

公費接種期間を過ぎた
女性支援のため独自補助を
積極的勧奨に繋がるので
対象年齢期間での接種に

問

問答 答

４価ワクチン接種の様子

■
企
業
誘
致
専
門
の
課
を
設
け

　
る
べ
き

　
　
　
現
在
、
産
業
振
興
部
内

　
　
の
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
産
業
支
援
係
に
企
業
誘

致
担
当
職
員
が
２
人
し
か
い
な

い
が
、
取
り
組
み
強
化
す
る
た

め
に
は
専
門
の
課
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
よ
り
一
層
能
動
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
体
制
を

検
討
し
て
い
く
。

■
脱
炭
素
社
会
と
企
業
誘
致
の

　
関
係
は

　
　
　
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

　
　
い
く
上
で
、
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
な
い
企
業
を
誘
致
す
る
の

は
厳
し
い
と
思
う
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
オ
フ
セ
ッ
ト

な
ど
の
考
え
方
と
、
積
極
的
な

企
業
誘
致
の
両
立
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
国
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン

成
長
戦
略
を
掲
げ
、
経
済
と
環

境
の
好
循
環
を
作
っ
て
い
く
産

業
政
策
を
示
し
て
い
る
。
本
市

で
は
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
し
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
で
希

望
企
業
に
対
し
て
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
く
。

■
廃
プ
ラ
・
ご
み
・
産
廃
と
バ

　
イ
オ
マ
ス
発
電
の
併
用

　
　
　
宮
古
港
や
三
沿
道
を
活

　
　
用
し
た
企
業
誘
致
が
有
効

だ
と
考
え
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
、

廃
プ
ラ
、
一
般
ご
み
、
産
廃
な

ど
を
組
み
入
れ
た
発
電
施
設
が

有
効
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
市
が
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
主
体
と
し
て
お
り
、
廃
棄

物
等
を
利
用
し
た
発
電
は
当
面

選
択
肢
に
は
な
い
。

■
産
業
振
興
公
社
の
経
営
統
合

　
に
つ
い
て

　
　
　
市
の
公
社
が
安
定
し
た

　
　
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
経
営
統
合
し
、
コ
ス
ト
縮

減
や
、
新
た
な
商
品
開
発
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

更
に
決
算
を
１
つ
に
す
る
こ
と

で
透
明
性
や
採
算
性
へ
の
関
心

が
高
ま
り
健
全
化
が
図
ら
れ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

 　
　
山
本
市
長

　
　
　
各
社
と
も
経
営
努
力
を

し
、
最
適
な
手
法
を
考
え
る
。

経
営
課
題
や
共
同
化
・
一
元
化

な
ど
の
経
営
効
率
化
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
。

議員西 村 昭 二

質問

答弁

企業誘致による産業振興と
エネルギー施策の両立を
希望企業に市の取組について
理解と協力を求める

問答答

答

企業誘致が期待される工業用地
2018年10月撮影

質問が多すぎて掲載
できない…
詳しくは市のHPで
お願いします！

市民の生命と子ども
たちの未来を守れる
一歩抜きんでた政策
が必要！

問問

問 答

　政務活動費とは、議員が調査研究やその他の活動を行うために必要な経費の一部として市から交付される
もので、交付額は議員１人につき年額15万円です。
　政務活動費は、条例で定められた基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年度末に
領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が15万円に満たなかった場合は残金を返還し、
15万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。
　令和２年度は16名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。
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宮古市議会の情報をリアルタイムで

インターネット中継

 Facebook

みやこハーバーラジオ （82.6メガヘルツ）

次回12月定例会議

本会議は生中継（ライブ）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を除く）
から配信いたします。 （パソコン、スマートフォン、
タブレット端末に対応）

宮古市議会のトップページのリンク
をクリックしてご覧ください。

定例会議開催中の午前８時10分頃からの放送です。

12月初旬開催予定です。会期日程が決ま
り次第、宮古市議会のホームページトップ
に掲載します。詳しくは議会事務局におた
ずねください。（ ☎ 68-9113）
mail : gikai@city.miyako.iwate.jp

宮古市議会
ホームページ宮古市議会

Facebook

政務活動費の使用状況をお知らせします
　政務活動費とは、議員が調査研究やその他の活動を行うために必要な経費の一部として市から交付される
もので、交付額は議員１人につき年額15万円です。
　政務活動費は、条例で定められた基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年度末に
領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が15万円に満たなかった場合は残金を返還し、
15万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。
　令和２年度は16名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

※宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。なお、領収書など収支報告書を
　閲覧するためには請求手続きが必要となりますので、議会事務局（☎68－9113）までお問い合わせください。

令和２年度　宮古市議会政務活動費　収支一覧 （単位：円）

議席
番号 議員氏名 交　付

決定額 支出額 返還額 支　出
実　績

内　　　　　　　訳
研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 その他経費

1 白石　雅一 0 0 0 0
2 木村　誠 150,000 61,764 88,236 61,764 61,764
3 西村　昭二 150,000 113,557 36,443 113,557 113,557
4 畠山　茂 150,000 26,160 123,840 26,160 26,160
5 小島　直也 150,000 36,750 113,250 36,750 36,750
6 鳥居　晋 150,000 90,470 59,530 90,470 90,470
7 熊坂　伸子 0 0 0 0
8 佐々木　清明 150,000 22,689 127,311 22,689 22,689
9 橋本　久夫 0 0 0 0
10 伊藤　清 0 0 0 0
11 佐々木　重勝 0 0 0 0
12 髙橋　秀正 150,000 40,800 109,200 40,800 40,800
13 坂本　悦夫 150,000 140,253 9,747 140,253 140,253
14 長門　孝則 150,000 23,975 126,025 23,975 23,975
15 竹花　邦彦 150,000 53,391 96,609 53,391 53,391
16 落合　久三 150,000 0 150,000 0
17 松本　尚美 150,000 12,540 137,460 12,540 12,540
18 加藤　俊郎 150,000 0 150,000 0
19 藤原　光昭 150,000 0 150,000 0
20 田中　尚 150,000 44,800 105,200 44,800 44,800
21 工藤　小百合 150,000 16,809 133,191 16,809 16,809
22 古舘　章秀 0 0 0 0
合　　計 2,400,000 683,958 1,716,042 683,958 0 0 0 683,958 0 0 0
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宮古市女性会議との意見交換会の様子

商工業者との意見交換が行われた会場の様子

動画セミナーを受講する議員

　
市
議
会
で
は
、

９
月
２
日
に

「
決
算
審
査
の

ア
プ
ロ
ー
チ
基

礎
」
及
び
「
決

算
審
査
の
ア
プ

ロ
ー
チ
応
用
」

を
テ
ー
マ
に
、

動
画
を
視
聴
す

る
形
式
で
の
研

修
を
行
い
ま
し

た
。
９
月
定
例

会
議
の
決
算
審

査
に
備
え
て
、

議
員
の
議
案
審

査
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が

目
的
で
、
決
算

審
査
の
視
点
や

　
８
月
５
日
、
宮
古
市
女
性
会
議
か
ら
10
名
の
出
席
を

い
た
だ
き
、「
ご
み
減
量
化
」
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
会
議
で
は
始
め
に
、
宮
古
市
民
一
人
当

た
り
の
ゴ
ミ
排
出
量
が
県
内
自
治
体
の
中
で
も
多
い
こ

と
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
で
も
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

状
況
を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
「
ひ
と
絞
り
運
動
で
の

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
」、「
食
品
ロ
ス

の
取
り
組
み
」、「
ゴ
ミ
分
別
で
の
問
題
」、「
生
ご
み
処
理

機
の
補
助
金
の
あ
り
方
」、「
ゴ
ミ
袋
へ
の
名
前
の
記
入
」

な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
宮
古
市
政
調
査
会

（
竹
花
邦
彦
会
長
）
は
10
月
７
日
、
宮
古
商
工
会
議
所

（
花
坂
康
太
郎
会
頭
）
の
役
員
17
名
を
招
き
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
地
域
経
済
の
状
況
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
商
工
会
議
所
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
状
況
や
、
令
和
2
年
度
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
に
議
員
と
の
あ
い
だ
で
意
見
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
会
員
か
ら
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
売
り
上
げ

の
減
少
や
、
地
域
経
済
へ
の
打
撃
と
い
っ
た
実
情
が
実

方
法
を
学
び
、
質
疑
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
令
和
２
年
度
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
鑑
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
対
面
形
式
を
用
い
な

い
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
研
修
、
視
察
、
調
査
と
い
っ
た
議
会
活

動
の
制
限
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
市
の
意
思

決
定
に
関
与
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
新
し
い
活
動
様
式

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
民
生
常
任

委
員
会
で
は
、
今

年
度
の
調
査
研
究

の
テ
ー
マ
を
「
ご

み
減
量
化
」
と
決

め
、
こ
の
間
、
先

進
自
治
体
の
取
り

組
み
事
例
の
取
集

や
宮
古
地
区
広
域

行
政
組
合
へ
の
視

察
な
ど
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
は

市
と
ご
み
減
量
化

へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
提
言
に

向
け
て
取
り
ま
と

め
る
予
定
で
す
。

体
験
を
交
え
て

話
さ
れ
、国
、県
、

市
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
経
済
対

策
の
効
果
や
、

さ
ら
な
る
支
援

継
続
へ
の
期
待

な
ど
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
市
政
調
査
会

で
は
、
今
後
も

市
政
に
関
す
る

調
査
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま

す
。

決
算
審
査
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催

「
ゴ
ミ
減
量
」女
性
会
議
と
語
り
合
う

教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
意
見
交
換

宮
古
市
政
調
査
会
が
研
修
会
を
実
施

コ
ロ
ナ
禍
で
の
商
工
業
者
の
実
情
を
聞
く

議会トピックス

19

議
会
報
告
会

み
や
こ
未
来
議
会

９
月
定
例
会
議

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
使
用
状
況

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

モ
ニ
タ
ー
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

編
集
後
記

編集委員

小島 直也

　
暑
い
夏
が
過
ぎ
、
季
節
は
晩
秋
。
コ
ロ

ナ
禍
の
約
２
年
間
が
市
民
の
皆
様
の
努
力

と
奮
闘
で
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
時
が
近
づ

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
類
は
こ
う
し

て
様
々
な
困
難
を
克
服
し
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
ど
の
よ

う
に
、
生
活
、
経
済
を
回
復
さ
せ
る
べ
き

か
。
皆
が
知
恵
を
絞
っ
て
前
向
き
に
進
ま

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

約
半
年
で
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た

期
待
に
添
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
そ
う
と

思
い
ま
す
。
次
の
改
選
時
に
は
新
た
な
人

材
が
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
宮

古
市
議
会
議
員
の
総
力
で
、
宮
古
市
の
発

展
に
尽
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

 

委 

員 

長　

 

白　

石　

雅　

一

　

 

副
委
員
長　

 

西　

村　

昭　

二

　

 

編
集
委
員　

 

畠　

山　
　
　

茂

　

 　
　
　
　
　

 

小　

島　

直　

也

　

 　
　
　
　
　

 

鳥　

居　
　
　

晋

　

 　
　
　
　
　

 

佐
々
木　

清　

明

ほっとモニター ＬＩＮＥ
ラ  イ  ン

　市議会を傍聴すると、ふだん耳慣れない「言葉」や「制度」を耳
にします。知っていると議会や市政をウォッチするのが楽しくなる、
「議会」や「市政」についての基礎知識を、議会モニターのメンバー
と、議員の対話形式で解説する連載コーナーです。

第 ２ 回 

編

後

集

記

一い
っ

般ぱ

ん

質し

つ

問も

ん

議会モニター
藤田 諭 さん 市の現状や今後の方針を市長に問いただすのが「一般質問」です。

議案などの特定の議題に制約されることなく、市政全般にわたっ
て質問が認められているため、質問内容は議員自身の関心や問題
意識に基づいて決めています。

本市議会では、質問内容を事前に市に知らせる「通告制」をとっ
ています。通告のあった議員の中から、質問の順番をくじ引きに
よる抽選で決めているので、トップバッターやラストに連続で当
選する議員もいますよ。

橋本 久夫
議会運営委員会
委員長

議会の期間中には「一般質問」という日があります。議員が議場
でいろいろなことを質問しているイメージがありますが、この時
の質問内容はどのように決めているのですか？

質問はその場で考えて話しているのですか？また、当日の順番は
どうやって決めているのでしょうか？

なるほど、質問を事前に知らせているのですね。通告した質問の
答えに対して、さらに質問したい場合はどうなるのですか。

その場合は「再質問」で議論を深めることになります。質問の持
ち時間は１人１時間なので、時間内に市政の課題や解決策を明ら
かにできるのか、議員の腕の見せ所と言えます。
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―
―
９
月
の
補
正
予
算
で
蓄
電

池
補
助
が
決
ま
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

村
山
社
長

　
知
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
電

業
協
会
宮
古
支
部
長
の
立
場
で

市
か
ら
も
相
談
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

―
―
現
在
、
蓄
電
池
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
市
民
か
ら
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

村
山
社
長

　
相
談
は
ま
だ
で
す
が
、
興
味

を
も
っ
て
検
討
し
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
現
在
、
一
般
家
庭
で

は
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
環
境
問
題
も
含
め
、
地

震
、
台
風
、

大
雪
等
の
災

害
時
の
電
源

確
保
対
策
と

し
て
導
入
す

る
こ
と
は
非

常
に
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
の
事
業
に
つ
い
て
率
直

な
感
想
、
意
気
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

村
山
社
長

　
蓄
電
池
は
高
額
で
す
が
、
太

陽
光
発
電
と
併
用
す
る
こ
と
で

電
力
を
無
駄
な
く
活
用
で
き
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
こ
の

補
助
事
業
を
市
民
の
皆
様
に
活

用
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て

今
年
度
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

も
そ
う
で
す
が
、
市
民
に
対
し

て
の
補
助
が
地
域
内
経
済
の
活

性
化
に
も
繋
が
り
ま
す
し
、
市

の
行
う
時
代
の
流
れ
に
合
っ
た

様
々
な
補
助
事
業
に
感
謝
し
、

今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
復

興
需
要
も
落
ち
着
い
て
き
た
な

か
で
様
々
な
補
助
金
制
度
を
組

み
合
わ
せ
る
な
ど
、
営
業
の
ひ

と
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
仕
事

を
受
注
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
可
決
さ
れ
た
条
例
や
予

算
か
ら
、
身
近
な
話
題
を
取
り
上

げ
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
今
定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
た
、

住
宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
導
入
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
村

山
電
機
商
会
の
村
山
利
一
社
長
に

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

住
宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

 

導
入
促
進
事
業

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
と

災
害
時
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用
蓄
電

池
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

事
業
で
す
。

　
蓄
電
池
の
定
格
容
量
（
ｋ
ｗ

ｈ
） ×
３
万
円 （
上
限
20
万
円
）

の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
と

併
せ
る
こ
と
で
最
大
40
万
円
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

令
和
３
年
11
月
1
日　
第
66
号　
発
行
／
宮
古
市
議
会
（
〒
０
２
７

－

８
５
０
１　
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
１
番
30
号　
☎
０
１
９
３　
２
１
１
１
）
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
印
刷
／
シ
ョ
ウ
ジ
印
刷
株
式
会
社

62

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

株式会社村山電機商会
社長　村山利一さん　　　専務　村山弘樹さん

住
宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

導
入
促
進
事
業
に
つ
い
て

住
宅
用
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム

導
入
促
進
事
業
に
つ
い
て

新　築
（ 太陽光補助金 ＋ 蓄電池補助金 ）

リフォーム
（  リフォーム補助金 ＋ 太陽光補助金 ＋ 蓄電池補助金 ）

太陽光パネルを導入済
（ 蓄電池補助金 ）

補助金の活用例


